
















































 

はじめに 

 疾病構造の変化にともない,乳幼児を対象とした検診においても,発達障害を

きたす疾患の早期発見の重要性が強調されるようになった。なかでも,脳性まひ

の治療法は,近年めざましい進歩をとげており,早期訓練の効果が明らかになる

につれて,その早期発見の方法とシステムの確立が必要となってきた。 


